
 

 山梨県立吉田高等学校    全日制課程    普通科・理数科 

 

スクール・ミッション  

＊県立学校としての吉田高校のミッション 

 

吉田高等学校は、富士・東部地域唯一の理数科をもつ伝統校であり、地域に根ざした

コミュニティ・スクールとして、主体性や探究心を高めるとともに、高度な情報社会を

生き抜く力を育て、郷土を愛する心をもった日本のリーダーとなる人材を育成する学校

を目指します。 

 
 

スクール・ポリシー （吉田高校スクールポリシー（ＹＳＰ）） 

スクール・ミッションを達成するために、本校では、「純剛」（明るく爽やかで、意志強

く、飾らないこと）と「百折不撓」（何度困難にあっても決してくじけないこと）の校訓の

もと、「質の高い文武両道を保障する環境」の中で、次の教育方針に従って高等学校教育を

行います。 

 

○目的：「Yoshida PRIDE を持って未来を生き抜くことができる生徒を育成する」 

  ※Yoshida PRIDE とは・・・ 

「何事にも自らの考えを持って主体的に臨み、他者を尊重するしなやかな心」を 

表します。 

※未来を生き抜くためには・・・ 

過去に学び、現在を知り、未来を考える手法を学ぶことが必要であると考えます。

言い換えれば、「何事にも自らの考えを持って主体的に臨み、他者を尊重するしな

やかな心（多様性を受容する姿勢）を持ち、過去に学び、現在を知り、未来を考え

る資質・能力を備えた生徒を育成する」を教育の目的とします。 

 

 

グラデュエーション・ポリシー（吉高ＧＰ）（育成を目指す資質・能力に関する方針） 

上記の目的を達成するために、「質の高い文武両道を保障する環境」と「地域社会の

人的、物的資源を利用する環境」の中で、何事にも自らの考えを持って主体的に臨み、

他者を尊重するしなやかな心未来を生き抜くことができる人材を育むために、次の汎用

的な８つの力を 3 年間を通して身に付けることを目標とします。 

吉高 GP の 8 つの力とは 

① 自己肯定力 ・・・ 短所も含めて、自分を認める力を身につけます 

② 傾 聴 力 ・・・ 他者の意見を謙虚に聞く習慣を身につけます 

③ 分 析 力 ・・・ 事実を客観的に分析する習慣を身につけます 

④ 思 考 力 ・・・ 物事を鵜呑みせず、「何故か」を考える習慣を身につけます 

⑤ 発 信 力 ・・・ 自分の考えを、わかりやすく他者に伝える方法を身につけます 

⑥ 想 像 力 ・・・ 未来（結果）を考え、想像する力を身につけます 

⑦ 創 造 力 ・・・ 課題を解決する方法を創造する力を身につけます 

⑧ 行 動 力 ・・・ 自分の考えに基づき、行動する力を身につけます 



 

カリキュラム・ポリシー（吉田高校ＣＰ）（教育課程の編成及び実施に関する方針） 

複雑化・多様化する現代社会の現状を踏まえ、地域社会や我が国、世界が抱える現代

的な諸課題に積極的に関わり、地域社会や日本社会、国際社会の持続的発展に寄与する

ために必要な資質・能力を育成するための領域横断的な学びに重点が置かれた、特色・

魅力ある教育が求められていることに鑑み、吉高ＧＰに示す資質能力を育むための教育

課程編成及び実施の基本方針は以下のとおりです。 

 

（１）Yoshida PRIDE を持って未来を生き抜くことができる生徒を育成するために、

系統的な知識及び技能を育て、それらを活用したり、思考力、判断力、表現力等や

学びに向かう力、豊かな人間性を育み、そこから再構築された統合的な知見を身に

付ける教育課程を編成しています。さらに、社会的課題の分析や解決に資する「見

方・考え方」を鍛えていく最先端の学びを実現することを目指します。 

 

（２）各教科科目の学びから再構築された統合的な知見に関する学びや、地域社会の課

題や魅力に関連させた実践的な学びなどにおいて、吉高ＧＰに対応する学びとし

て、探究活動に取り組み、特色・魅力ある教育課程を編成・実施することを目指し

ます。 

 

（３）教育課程の編成に当たって、普通科は、1 学年は全クラスフラット、２年次以降

は、文系理系類型を開設しています。また理数科は、共通科目を中心に履修するこ

とができるように必教科科目を中心に配置し、２年次以降には、文系・理系の類型

に分かれて履修できるようにしています。また教育課程の実施に当たっては、４５

分授業×７校時制で受講時数を確保し、生徒の特質に応じて国語・数学・英語・地

歴・理科などの教科でパート展開しています。 

 

（４）吉高ＧＰ実現のために、 縦軸 （３年間通じて）、 横軸 （教科横断）の視点で

３年間の教育全体を俯瞰する教育課程の編成を目指しています。各教科・科目や総

合的な探究の時間を各年次にわたって体系的に関連づけることにより、社会との関

わりの中で生徒自身が自己の在り方生き方を考えるとともに、各教科・科目等と総

合的な探究の時間を往還する学習を実現していくことを目指します。 

 

（５）「社会に開かれた教育課程の実現」と「高等学校を核とした地方創生の実現」の

好循環の基盤づくりという観点からの体制構築が必要となることに鑑み、学校運営

協議会をとおして地元の市町村、高等教育機関、企業・経済団体、社会教育機関、

NPO 法人、小中学校等との連携・協働を実現するネットワークの構築をすすめ、関

係機関には、フィールドワーク先としての協力や社会人講師の派遣等による連携を

求めて参ります。 

 

（６）大学進学を希望する生徒が多いことを踏まえて、多様な進路希望に応えるため

に、上級学校が求める知識・技能、思考力・判断力・表現力、学びに向かう姿勢を

身に付けることができる教育課程の編成を行います。また、必履修教科科目以外

に、学校設定科目を設置することを通して、生徒が希望する進路実現のための効果

的効率的な教科科目の配置する教育課程の編成を行います。 



アドミッション・ポリシー（吉田高校ＡＰ）（入学者の受け入れに関する方針） 

 

（１）本校の教育方針や特色、普通科・理数科の特性についてよく理解し、将来の目標

を持ち、その実現に必要な課題に積極的に取り組む強い意志を持っている生徒を

求めます。 

 

（２）周囲と協働できる豊かな人間性を備えている生徒を求めます。 

 

（３）グローバルな視野をもって主体的に行動し、リーダーシップを発揮できる生徒を

求めます。 

 

（４）多様な能力・適性や興味・関心を持つ生徒が自分に合った進路を的確に選択で

きるようにするという視点から、学力検査や中学校が提出する調査書以外で、

受検者の中学校段階までの多様な活動を評価して入学者を選抜します。 

①普通科においては、出席状況が良好で、学習意欲と知的探究心に溢れる生徒のう

ち、学習成績が優秀で、学校行事・生徒会活動・ボランティア活動・英検などの

各種検定取得に積極的に取り組んだ生徒や学習成績が優良で、体育活動あるいは

文化活動において、県レベル以上の大会で優秀な成績を収めた生徒、または同等

の能力を有している生徒のうち、高校入学後も引き続き諸活動に取り組もうとす

る強い意志をもつ生徒。なお、団体の場合は、中心となって活躍した生徒を求め

ます。 

②理数科においては、出席状況が良好で、学習意欲と知的探究心に溢れる生徒のう

ち、学習成績が極めて優秀で、理数教科にも関心を持ち、学校行事・生徒会活

動・ボランティア活動・英検などの各種検定取得に積極的に取り組んだ生徒を求

めます。 

 
 
 
 

 


